
 
 

                           

 

三
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
始
め
た

ら
、
授
乳
し
た
り
、
泣
き
や
む
ま
で

あ
や
し
た
り
、
お
む
つ
の
交
換
に
お

風
呂
な
ど
の
世
話
。
加
え
て
家
事
な

ど
に
よ
り
睡
眠
時
間
が
１
日
１
時
間

と
い
う
過
酷
な
三
つ
子
の
育
児
を
懸

命
に
続
け
て
ク
タ
ク
タ
に
疲
れ
た
母

親
が
、
う
つ
と
思
わ
れ
る
状
態
に
陥

り
、
正
常
な
判
断
が
で
き
な
く
、
泣

き
声
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
生
後 

カ

月
の
次
男
を
床
に
た
た
き
つ
け
て
死

な
せ
て
し
ま
っ
た
昨
年
１
月
愛
知
県

豊
田
市
で
起
き
た
傷
害
致
死
事
件
に

お
い
て
、
今
年
３
月
そ
の
母
親
に
実

刑
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
事
件
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
報

道
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

双
子
や
三
つ
子
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

“
多
胎
児
”
は
、
不
妊
治
療
が
一
般

的
に
普
及
し
て
き
た 

年
代
後
半

と
比
べ
、
お
よ
そ
１
・

５
倍
に
増
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
多

胎
家
庭
に
お
け
る
虐
待
死
亡
事
案
の

発
生
頻
度
は
、
単
胎

家
庭
い
わ
ゆ
る
１
人

で
生
ま
れ
て
き
た
子

ど
も
の
家
庭
と
比
べ
る
と
４
倍
を
上

回
る
と
の
研
究
結
果
を
新
聞
記
事
や

報
道
で
目
に
し
、
大
変
危
惧
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
こ
で
、
当
市
の
現
状
を
確
認
・
把

握
し
、
過
酷
な
育
児
に
よ
る
産
う
つ

や
児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
多

胎
児
の
妊
娠
期
か
ら
産
後
、
育
児
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
必
要
と

考
え
次
の
提
案
を
致
し
ま
し
た
。 

◆ 

妊
婦
だ
け
で
は
な
く
、
夫
や
そ
の

家
族
も
多
胎
の
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に

つ
い
て
学
び
、
学
ぶ
こ
と
で
家
族
ぐ

る
み
で
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
先
輩
マ
マ
・
パ
パ
や
境
遇
が
同
じ

多
胎
妊
娠
中
の
マ
マ
、
地
域
の
保
健

師
な
ど
と
出
会
う
こ
と
で
、
育
児
中

の
孤
立
感
を
防
ぐ
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
る
一
般
社
団
法
人
日
本
多
胎
支

援
協
会
（J

A
MBA

）
が
全
国
に
広
め
て

い
る
多
胎
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
の
開
催
。 

◆ 

豊
田
市
の
母

親
は
、
事
件
が
起

き
る
前
に
市
や

保
健
師
か
ら
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
紹
介
さ

れ
た
が
、
利
用
手
続
き
の
た
め
に
乳

児
３
人
を
連
れ
て
外
出
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
利
用
で
き
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
外
出
の
難

し
い
多
胎
育
児
の
家
庭
に
は
、
介
護

と
同
様
に
訪
問
型
支
援
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
、
所
得
制
限
な
く
一
定
の

期
間
無
料
で
利
用
で
き
る
産
前
産
後

ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
導
入
。 

年度 多胎児数（世帯） 新生児数 

平成２７年度 １８人(９世帯) ６６２人 

平成２８年度 １４人(７世帯) ５７５人 

平成２９年度 １２人(６世帯) ５６５人 

平成３０年度 １４人(７世帯) ５８７人 

平成３１年度 １６人(８世帯)   未確定 

人口動態調査（平成２９年）によれば、多胎児の出生

率は、約２.０％。 新生児５０人に１人が多胎児 
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瑞穂市の多胎児数（世帯）の推移 

 

妊婦を含む 



■ 

旧
駅
南
公
民
館
が
解
体
さ
れ
、

駅
前
再
開
発
の
大
き
な
見
え
る

化
が
な
さ
れ
、
多
く
の
市
民
が

そ
の
跡
地
利
用
に
関
心
が
向
い

て
い
る
。
ま
た
、
ワ
イ
ワ
イ
会
議

で
も
多
く
の
意
見
が
出
て
い
ま

す
。
市
の
考
え
は
。 

         

答  

臨
時
の
送
迎
車
専
用
駐
車

場
と
す
る
整
備
計
画
を
検
討
す

る
。（
総
務
部
長
） 

 

■ 

南
口
の
格
安
チ
ケ
ッ
ト
販
売

店
付
近
の
横
断
歩
道
に
お
い
て
、

駅
や
バ
ス
停
な
ど
に
向
か
う
学

生
、
一
般
の
方
の
歩
行
者
の
動
線
と

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
出
入
り
す
る
自

動
車
の
動
線
と
が
重
な
り
、
駅
南
ロ

ー
タ
リ
ー
内
外
で
の
渋
滞
や
安
全
性

に
疑
問
を
感
じ
、
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
１
つ
の
方
策
と
し
て
、
現
在
の

朝
日
大
学
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停

と
岐
阜
バ
ス
大
野
穂
積
線
、
近
鉄
バ

ス
安
八
穂
積
線
の
バ
ス
停
の
位
置
を

入
れ
替
え
る
考
え
は
。 

答  

歩
道
が
狭
い
部
分
に
関
し
て
、

広
げ
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
る
。

バ
ス
の
乗
降
場
の
入
れ
替
え
と
い
う

の
も
大
変
有
効
な
方
策
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
改
善
に
向
け
て
関
係

行
政
機
関
や
バ
ス
事
業
者
と
の
協
議

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。（
都
市
整
備

部
長
） 

■ 

北
口
に
つ
い
て
は
、
既
存
市
営
時

間
貸
駐
車
場
の
壁
の
一
部
撤
去
、 

未

利
用
地
の
整
備
な
ど
を
質
疑
。 

通
行
者
の
安
全
確
保 

■ 

交
通
量
の
多
い
駅
北
口
、
南
口
周

辺
は
、
自
転
車
・
歩
行
者
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
道
路
環
境
が
特
に
求

め
ら
れ
ま
す
。 

駅
周
辺
の
道
路
は
、
基
本
的

に
時
速 

㎞
規
制
で
す
が
、
現

状
は
、
自
転
車
・
歩
行
者
の
通

行
量
が
多
い
中
で
も
、
通
過
速

度
が
、
時
速 

～ 

㎞
と
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
走
行
。
さ
ら
に
、

自
動
車
、
対
向
車
が
い
な
い
時

や
交
通
量
が
減
る
時
は
、
時
速 

 

㎞
程
で
走
行
す
る
自
動
車

の
存
在
に
は
大
変
危
険
を
感

じ
ま
す
。
ゾ
ー
ン 

を
設
定
す

る
考
え
は
。 

  

答 

ゾ
ー
ン 

の
正
式
な
定

義
上
に
な
る
と
、
ハ
ン
プ
を
つ

け
た
り
道
を
狭
め
た
り
と
、
駅

周
辺
住
民
の
方
々
の
環
境
も

大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な

る
。
様
々
な
問
題
が
あ
る
た
め
、

十
分
時
間
を
と
っ
て
考
え
た

い
。
（
企
画
部
長
） 

   

      

穂
積
駅
前
の
よ
り
一
層
の 

渋
滞
緩
和
を
目
指
し
て 

旧駅南公民館跡地 

 

未利用地 

稼働率の低い 
市営時間貸駐車場 

大野穂積線 バス停 
安八穂積線 バス停 

朝日大学スクールバス 
バス停 

動線が重なる 
横断歩道 

より画像出展 

注目される 跡地利用 


